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来た。これらの実験結果のうち，播種期と黄麻の生育と　　一一・・t－…

の繍・鷹す影響につV’て糊二の鋤醗察を下して @　・956　　i　・157
の関腱通覧すると，発鰍況からみ・も渕・鰍態　璽黙

からみても5月下句～6月上旬の早期播種のものは繊維　　　一一一一
月1ヨ1符号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．20
採取を同的とする栽培では不利となるが，6月中旬～7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，3
肚句の麟播種のものは草丈が凱く筒くなり・しか　6．、17
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する場合一応有利となることが認められた。
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　しかしこれらの実験においては繊維組織の形成，発達

についての比較観察を行わなかつた。そこで本婁験では　　　繊維組織の観察は発芽後40日目，60　lll　lt1，8Q「1爲及び

播魎期及び施肥用墨の如何と繊維形成との関係を追究　　　100日国の4回にわたつて行い，生育中庸な個体5～10

し，繊維採坂を目的とする栽培についての恭礎的知見を　　本を抜取り，有効茎のrl映部について切片を作り，これ

得ようとした。その結果によると，播種期が遅れた場合　　を塩酸とフロログリシンで呈色せしめて検鏡した。

には植物体の伸畏生畏が迅速に行われ，これに伴つて繊

維組織が発達し，その繊維組織の発達の程度は早期播種　　　　　　　　　塁験結果及び考察
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酬大学雛学部教棚続ム醗に対し・ここ罐ん @繊糸陳における欄数で尉と第、図の勘である．、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の結果によると，屑数及び第工層（繊維束中茎の一一一tsi　，e・y

　　　　　　　　案験材料及び方法　　　　　　　　　側に配列されるもの）の一繊維東中の細泡撫ま生育に伴
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こ妨の齢せによつて謙区を灘した♂56年には1　が遅t、る、こ従つて，輔襯1（発芽から4。。臆いし6。
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＊信州大学繊維学部作物学研究寛　　　　　　　　　　　　について生育時期に伴う変1ヒをC，2N，2P，2K，0の
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　　……装　　　　1・2．3・4は笛1層の繊維東，第2珊の繊維東一・・

1　2　3　4　　力葦形峨され，ていることを示す

　　　SS　1図：生育時期及び施肥耳1徽を異にした塾の中央部における繊維束の発選状隙

　　　　　　　と各繊維東中の細胞数

　　　　　　　横軸は生育時期を示す。

　　　　　　　　　1：発芽後40日同　H：発芽後60日目　H【；発芽後80日目　IV：発芽後100日目

　　　　　　　縦軸は缶繊維束中の細胞数を示すo

　　　　　　　実験区J1，　J2，　Js，　J4及びC，2N，2P，2K，0にっいては第1表参照

聞で比較する）C，2Nの両区においては，第1層の一一一・繊　　維束の茎の半径方向に現われる細胞数の合計をみると第

維束中の細胞数の上懐加が大きく，又爾区の100日目のこの　　　2表の通りである。これによると，このようにして求めた

細胞数は播種期の相違による影響がほとんどみられなか　　　全細胞数は播種期の遅れたJ3区がもつとも多く，J4区が

つた。しかしJ1（5月20日播）及びJ2（6月3日播）で　　　とれに次いでいる。このように，6月17日播種のJs区の

は2P，2Kの両区の第1層の一一繊維東中の細胞数はC，2N　　繊維組織の発達を頂点として，前後に播種期がずれるほ

の両区に比較して少ないが，これらの播種期が遅れると，　　ど細胞数が減少した。しかしJ8区より播種期が遅れた方

2P，2K及びoの各区の第1層の紬胞数は多くなる傾向が　　　が早い播種よりも繊維形成は良好のようである。

みられた。そのためにJa（6月17日播）及び」，（7月1　　　以1笥述べた全成績からみると，播種期が遅れるに従つ

日播）ではC，2N，2P及び2Kの各区聞の第1層の一繊維　　　て植物体の生育が迅｝返であり，それと岡時1に繊維形成も

束中の細胞数の差は小さくなり，反つて2P区（Ja）及び　　　急速に行われる。しかもその繊維形成の絶対量は早期播

2K区（J4）などのこの細胞数がC，2Nの両区より優る　　種に優る傾向が認められて，晩期播種が繍lli採取を目的

ようになった。1第2層以下では一一一繊維束の細胞数も又晩　　　とした栽培には有利であることがわかつた。早期播種の

期播種の区ほど多くなつた。しかし層数はJ汲びJ4の両　　　ものは種子の形成，稔実が行われるが，播種期が遅れると

区はJ2，　Jaの両区に比較して減少する似1肉がみられた。　　　開花はしても，源度及び日長などの関係から種子の形成

　次に，第1層の繊維束から最内部の繊維束に至る各繊　　　又は稔実が不可能になる。従つて晩期播種では生殖生長
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第2畿各層の繊維束の半径方向の細胞数の合計
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21。6　　43．1　　65．7　41。9　　65．7　　75．2

22，2　　　　42．0　　　　65．3　　44．1　　　　58，0　　　　76．6

21．0　　　40，7　　　64，0　　32．7　　　51，3　　　68．2

19，0　　　　35，5　　　　40，4　　30，0　　　　45，8　　　　60。4

12．9　　　　27．7　　　29．7　　21．6　　　38．4　　　　46，1

　　　　J3
60　　　80　　　100

51．6　　　62，2　　　88．7

62，6　　　62．0　　　89．8

51．2　　70．7　　81，5

44，7　　　　61．1　　　72，9

26．1　　　40．8　　　62．9

　　　　J4
60　　　80　　100

36．7　　 68。7　　 79，0

39．ア　　　64．3　　　82，1

38，6　　　65．2　　　74．0

31．3　　　52，9　　　72，9

23．0　　　45，0　　　50，1

が抑制され，これと関連して営喪生長が促進され，この　　　よつて判楚した。

ことが繊維形成に対して有利に働いているものと考えら　　　　5月20　pa，6月31≡1，6月17　El播にした場脅，播種！田

れる。しかし播樋期が遅すぎると，反つて繊維形成が悪　　　がおくれるに従つて植物体の盈…育が迅速であり，それと

くなるので繊維採取を目的とL．た栽培では早期播種より　　同時に生育初期の繊維形成も急速に行われたが，d蒲後

も6月申～下句の晩期播種が優つているようである。　　　　期の繊維形成は反つて緩慢となつた。しかし繊維形成の

　次に，施肥用貴と繊維の発達との関係についてである　　絶対鍛は播種期の逓いものほど多くなる傾向が認められ

が，C或は2N区と2P或は2K区との間の半径方向の総細胞　　　た。播種期がこれより遅れて7月1日になると繊維形成

数を比較すると（第2表），後の2区は前の2区より各播種　　　の絶対蚤は反つて低下した。

期共も一一般にこの値が低いことが認められる。従つて燐　　　　燐酸及び加里肥料の多用は繊維形成に対してむしろ抑

酸及び加里肥料の多用は繊維形戒に対してむしろ抑制的　　　制的｝こ働く結果が得られた。これらの実験区では二k殖坐

に働くようである。これは燐酸及び加里肥料の多用は種　　　畏が促進されるために営養盤長が抑られ，これに伴つて
　　　　　　　　　　　　　3）
子の結果及びその充実度の上昇に対して促進的に働き，　　　繊維形戚も少くなるためと考えられる。そして燐酸及び

その結果として，営養生擾が抑制されかかる結果が得ら　　　加塁肥料の多用によるこのような抑制作用は播種｝Vlが早

れたものと解せられる。従つて黄麻についでは，繊維採販　　　いものほど大きかつた。

を目的とした栽培には，これらの肥料の多用は反つて不　　　　窒素肥料の多用は生冑初期の繊維形成に対して促進的

利であると考えられる。しかも燐酸及び加里肥料の多用　　　に働くが，生育後期には対照区との闘にあまり差は認め

による繊維細胞数の低下は早期播種のものほど大きい。　　　られない。しかし播種期が遅れた場合には生育後期にお

C区と2N区の半径方向の細胞数を比較すると・後者の方　　　いても繊維形成が優る傾向が認められた。窒素肥料の繊

が多い傾向が認められるが，このことは生育初期の櫨物　　　維形成に対する効果は営養生長の促i毬に伴うものと考え

体において顕著である。従つて窒素肥料の多用は生育初　　　られる。

期の繊維形成に効果が現われるようである。生育後期に

は2N区とC区のこの細胞数はほとんど同様になつた。　　　　　　　　　　参　考　丈　献

しかし樋期が遅漂搬には生育後駅も2募区がC　（・）斉醸・1，㈱治．柳沢朝、献繍4，（、954）

区より灘形成が優る髄がみらt’した・又前蘇よれば　（2｝＿・・柳沢朝・昨紀24（2），（・955）（要旨）

窒素欄の錦の場合，轍音　の1’［eviJ　J，ffのng」」E．1がみ馳　⑧＿．＿，｛詠繍6，（、956）

てV’る・従つ膣素II巴料の多少の増l」巴は繍撒を醐　（4）西川五良　・昨紀・8（2．．4），・r－5，（1949）

とする鱗では必要であるものと教られる・　　（5）鈴柾行，昨紀26（、），55～57（、957）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）柳沢幸男・斉藤実：信大繊報7，　（1957）
　　　　　　　　　摘　　　要

　本実験では黄麻の繊維採取を目的とする栽培にっいて　　　　　　　　　　　Summa「y

の基礎的知見を得るために，播種期及び施肥用童の如何　　　　The　growth　of　jute　plants　and　the　fiber

と繊維形成との関係を追究した。繊維形成の状態は顕微　　　development　in　the　micldle　of　their　stems　were

鏡下で茎の申央部における繊維束の層数，各層の一繊維　　　studied　in　relation　to　the　sowing　time　and

束の細胞数，各繊維束の半径方向の細胞数の禽計とうに　　　manuring，　Degrees　of　the　fiber　Clevelopment
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were　compared　among　the　plants　of　different　　　　　Excessive　manuring　of　P20s　or　I（20　decreased

plots　by　means　of　tbe　number　of　the　fiber　　．　the　fiber　development．　This　may　be　attributed

layers，　the　number　of　the　fiber　cells　per　fiber　　　　to　the　fact　that　such　manuring　made　the　repro・

bundle　and　the　number　of　fiber　cells　appeared　in　　　　ductive　growth　of　the　plants　vigorous，　h｛ndering

the　radial　direction　of　the　stem．　　　　　　　　　　　　their　vegetative　growしh　which　accompanied　the

　　In　the　plots　sown　on　May　20，　June　3　and　　　丘ber　development．　On　the　contrary　the　excessive

June17　the　grQwth　of　the　plant　and　the　fiber　　　　manuring　of　nitrogen　pronloted　the　fiber

deve1Qpment　were　faster　as　the　sowing　time　　　　development　especia1夏y　when　the　sowing　time

delayed，　But　when　the　sowing　time　was　delayed　　　　was　too　late．

as　much　as　to　July　l　the　fibei・development　rather　　　　　（Laboratory　of　Crop　Science・Faculty　of　Textile

decreased，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Sericulture，　Shinshu　University．）


